
「大阪観光大学卒業生に関する企業アンケート」集計結果 （2024年度卒業生 就職先）
2023年度（参考）

アンケート送付企業数 64 アンケート送付企業数 77

アンケート回収数 30 アンケート回収数 33

Ⅰ従業員規模(正社員のみ）は？

～50人 5

51～100人 5

101～300人 5

301～1000人 3

1000人～ 12

未回答

合計 30

Ⅱ業種は？

1．農業・林業

2．漁業 1

3．鉱業、採石業、砂利採取業　

4．建設業　 2

5．製造業 1

6．電気・ガス・熱供給・水道業

7．情報通信業 2

8．運輸業、郵便業 4

9．卸売業、小売業(店員含む) 4

10．金融業、保険業

11．不動産業、物品賃貸業 2

12．学術研究、専門・技術サービス業　

13．宿泊業、飲食サービス業　 8

14．生活関連サービス業(旅行会社)、娯楽業　 2

15．教育、学習支援業 2

16．医療、福祉 1

17．複合サービス事業(郵便局、JA)

18．サービス業(他に分類されないもの)　 6

19．公務

20．その他 5

未回答

合計 40



Ⅲ本学卒業生の在職者数は？

0人 6

1人 11

2人 6

3人以上 7

未回答

Ⅳ貴社に就職した本学学生が身に付けていると思う能力は？

2023年度（参考）

基礎的知識・技能 8 基礎的知識・技能 15

専門的知識・技能 2 専門的知識・技能 5

コミュニケーション力 24 コミュニケーション力 26

プレゼンテーション力 2 プレゼンテーション力 0

企画立案力 3 企画立案力 0

情報収集力 1 情報収集力 1

情報整理力 2 情報整理力 3

自己分析力（自分の適性・専門性等の理解） 3 自己分析力（自分の適性・専門性等の理解） 3

問題発見力 6 問題発見力 4

問題解決力 3 問題解決力 4

前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力） 12 前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力） 12

考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力） 7 考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力） 5

チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況
把握力、規律性、ストレスコントロール力）

13
チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況把
握力、規律性、ストレスコントロール力）

16

物事を楽しむ（ポジティブにとらえる）力 12 物事を楽しむ（ポジティブにとらえる）力 14

その他 1 その他 1

その他：留学生については日本語力 その他：語学力

増加した

プレゼンテーション力

企画立案力

問題発見力



考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力）

減少した

基礎的知識・技能

専門的知識・技能

コミュニケーション力

情報整理力

問題解決力

チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコントロール力）

物事を楽しむ（ポジティブにとらえる）力

昨年度に引き続き企業は本学学生が「コミュニケーション力」を身に付けていると評価

Ⅳ貴社にとって重要と思われる能力は？ 2023年度（参考）

基礎的知識・技能 8 基礎的知識・技能 12

専門的知識・技能 3 専門的知識・技能 8

コミュニケーション力 28 コミュニケーション力 27

プレゼンテーション力 4 プレゼンテーション力 5

企画立案力 4 企画立案力 3

情報収集力 4 情報収集力 5

情報整理力 6 情報整理力 6

自己分析力 6 自己分析力 3

問題発見力 11 問題発見力 9

問題解決力 11 問題解決力 10

前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力） 20 前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力） 23

考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力） 12 考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力） 8

チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況
把握力、規律性、ストレスコントロール力）

24
チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況把
握力、規律性、ストレスコントロール力）

24

物事を楽しむ（ポジティブにとらえる）力 20 物事を楽しむ（ポジティブにとらえる）力 18

その他 その他 2

その他：語学力、英語

増加した

専門的知識・技能

プレゼンテーション力



減少した

基礎的知識・技能

コミュニケーション力

企画立案力

情報収集力

自己分析力

問題発見力

問題解決力

前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力）

考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力）

チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコントロール力）

物事を楽しむ（ポジティブにとらえる）力

昨年度に引き続き企業は「コミュニケーション力」「チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコントロール力）」を求めていることが分かる。

企業が「求める人材」に本学学生が一致していると言える。

※本学学生の就職先として「コミュニケーション力」「チームで働く力」が必要とされるであろう「宿泊業」「サービス業」「販売業」が多いことも理由の一つと考えられる。

Ⅴどの分野の支援を充実させることが望ましいか？ 2023年度（参考）

1．ゼミの活動 7 1．ゼミの活動 6

2．キャリア教育 13 2．キャリア教育 14

3．インターンシップ 8 3．インターンシップ 6

4．語学力の習得 11 4．語学力の習得 17

5．海外留学 2 5．海外留学 3

6．国内での国際交流 5 6．国内での国際交流 3

7．資格・免許の取得　 8 7．資格・免許の取得　 11

8．部活・サークル活動 10 8．部活・サークル活動 9

9．ボランティア活動 3 9．ボランティア活動 2

10．その他 3 10．その他 1

その他：アルバイト（社会人と話す機会を増やす） その他：アルバイト（社会人と話す機会を増やす）

増加した

ゼミの活動

インターンシップ

国内での国際交流

部活・サークル活動

ボランティア活動



アルバイト（社会人と話す機会を増やす）

減少した

キャリア教育

語学力の習得

海外留学

資格・免許の取得

昨年度より減少しているが、企業は引き続き「キャリア教育」「語学の習得」を充実させることが望ましいと回答

また、「部活・サークル活動」の充実も必要であると回答

Ⅵ現在の求人状況は？

　 【省略】


